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論文内容の要旨 

矯正歯科治療に伴う歯根の外部吸収は、臨床上回避すべき重要な問題である。外部吸収した歯根の再生

にあたり、生体内でのセメント質再生が効果的と考えられる。再生医療において、間葉系幹細胞（MSCs）

は硬組織の再生にしばしば利用されている。間葉系幹細胞は、歯小嚢（DF）、歯根膜（PDL）などの歯の周

囲組織からも分離可能であることが知られている。本研究では、セメント質形成に最も有用であるヒト抜

去歯由来細胞の種類を明らかにすることを目的とした。我々は 2種類の異なる細胞分離法、すなわち酵素

法（EZ）と outgrowth 法（OG）を用いて、DF 及び PDL から抜去歯由来幹細胞（DSCs）を分離した。得られ

た 4つの異なる細胞種を各々DF-EZ 群、DF-OG 群、PDL-EZ 群、PDL-OG 群とした。各群について、in vitro
では増殖能、表面抗原、遺伝子発現、多分化能を検討した。In vivo での硬組織形成能評価では、各細胞

をハイドロキシアパタイトと混在させたものを SCID マウスへ移植し、組織形成を組織学的に観察した。

本研究で得られた計 4種の細胞群は、in vitro において間葉系幹細胞マーカーに陽性であり、胚性幹（ES）

細胞／人工多能性幹（iPS）細胞関連遺伝子を発現し、多分化能を有していた。セメント質関連遺伝子は、

PDL-OG 群が最も高発現した。In vivo の評価では、細胞を移植したすべての群で硬組織様組織の形成がみ

られた。DF-EZ 群、PDL-EZ 群、PDL-OG 群の移植片は免疫染色においてセメント質マーカーに陽性を示し、

移植したヒトの DSCs がセメント質様組織を形成したと考えられた。さらに、PDL-OG 群の移植片では無細

胞セメント質様の組織に加えて有細胞セメント質様の組織形成がみられた。これらの知見により、PDL-OG

群はセメント質再生にあたり特に有用な細胞群であると期待された。 

 

 

論文審査および試験結果の要旨 

本研究の評価すべき点は、抜去歯由来幹細胞として採取組織と分離法が異なる計４通りの方法を検討し、

どのような間葉系幹細胞がセメント質形成のバイオリソースとして適しているか、in vitro の幹細胞特性

と in vivo での硬組織形成能の両面から比較解析した点にある。本研究で得られた採取組織と分離法が異

なる 4 つの細胞集団は、いずれも間葉系幹細胞マーカー陽性であり、幹細胞関連遺伝子を発現し、また、

脂肪、軟骨、骨への多分化能を示した。in vivo の評価では、DF-EZ、PDL-EZ、PDL-OG を移植した群で無

細胞セメント質様硬組織の形成が観察され、PDL-OG を移植した群では、さらに有細胞セメント質様硬組織

が形成され、セメント質や歯根の再生に有用なバイオリソースであることが示唆された。本研究で得られ

た知見により、将来のセメント質、歯根の再生への大きな発展が期待される。 
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